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　1　はじめに

　植物誌パイロット版も第 4 弾となった。用語・
用法の統一などの課題はいまだに抱えつつも、
着実に前進している気がしている。現地、標本
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1 はじめに 
植物誌パイロット版も第 4 弾となった。用語・用法の統一などの課題はいまだに抱えつつも、

着実に前進している気がしている。現地、標本調査のみならず、正確に特徴が認識されていない

可能性なども執筆して、形にしていくことで明らかになるような気がしている。今回は、7 名によ

る 9 科 35 分類群について紹介する。 

 

2 パイロット版 
(1) イワヒバ科（執筆：大塚孝一） 

 エゾノヒメクラマゴケ Selaginella helvetica (L.) Spring 

北部、中部、南部に分布。常緑性。冬には葉が赤色を帯びることがある。葉は二形で腹葉はほ

ぼ卵形、鈍頭で、背葉は斜上し狭卵形となる。胞子のうがつく枝は直立する。形態がタチクラマ

ゴケと似ているので、県南からタチクラマゴケが記録されたことがあるが、いままでのところこ

れらの記録は本種の誤同定である。 

 

 
 カタヒバ Selaginella involvens (Sw.) Spring 

南部に分布。常緑性。地下茎が岩上や樹上をはい、直角に地上茎をだし立ち上がりあるいは下

垂する。葉は二形で、3 から 4 回羽状に分岐する。胞子をつける部分の葉は栄養葉と異なり小枝に

頂生する。 
 

 イヌカタヒバ Selaginella moellendorffii Hieron. 
南部に分布。飯田市南信濃や天龍村などで、園芸品の逸出した個体が路傍などに見られる。冬

には葉が黄色から赤色を帯びることがある。在来種は八重山諸島に産する。カタヒバによく似る

が、葉身は小葉が密につき、背葉の辺縁が白膜状となる。 
 

 クラマゴケ Selaginella remotifolia Spring 
全県に分布。山地林下の湿潤地に群生してはえる。主茎は長く匍匐し、側枝と担根体をつけ

る。葉は二形性があり 4 列にならぶ。胞子をつける部分の葉は栄養葉と異なり、小枝に頂生す

る。胞子のう穂は四角形状で胞子葉は同形。県の中央部の乾燥した地域には少ない。 
 

  

タチクラマゴケは長野県では従来分布が知られていなかったが、温暖化に伴って暖温帯性のシ

ダが近年多く知られてきているので、今後見つかるかもしれない。 
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 Selaginella selaginoides (L.) P.Beauv. ex Schrank et C.F.P.Mart. 

1
IA  

 
 Selaginella shakotanensis (Frach. ex Takeda) Miyabe et Kudo 

 
 

 Selaginella shensiensis Christ  (= S. tamamontana Seriz.)  

IB  
 

 Selaginella tamariscina (P.Beauv.) Spring 
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 Magnolia kobus DC.  
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 Magnolia salicifolia (Siebld et Zucc.) Maxim. 
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 Magnolia sieboldii K.Koch subsp. japonica K.Ueda 
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 Magnolia ×kewensis Hort. ex Pearce 
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 Sedum acre L.  
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 Sedum japonicum Siebold ex Miq. subsp. japonicum var. japonicum 

 
 

 Sedum japonicum Siebold ex Miq. subsp. japonicum var. senanense (Makino) 
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 モリムラマンネングサ Sedum japonicum Siebold ex Miq. f. morimura   
メノマンネングサの一品種として分類されている。下部は地表を横に這い、マット状に広が

り、上部は直立する。葉は互生、又は対生、又は 3 輪生し、長楕円形～卵形でつやがある。下部

の葉は扁平だが上部の葉はやや肉厚。観賞用・グランドカバーとしてよく流通しているため、県

外では逸出品が道端などで増えている。神奈川県など南関東で増えているヨコハママンネングサ

を同一とする見解もある。 

 
 
 オカタイトゴメ Sedum japonicum Siebold ex Miq. subsp. oryzifolium (Makino) H.Ohba var. pumilum 

(H.Ohba) H.Ohba 別名ヒメコマツ 
中部に稀。タイトゴメに似て全体に小型で、葉がやや角ばっている。葉は互生し、上部では非

常に密につく。円頭、断面は半円形、縁には微細な粒状突起がある。観賞用・グランドカバーと

して栽培されるため、県外では逸出品が道端などで増えている。 
 

 
 
 オノマンネングサ Sedum lineare Thunb. 

全県に分布。花茎の基部は匍匐し、上部は斜上する。葉は淡黄緑色で 3 輪生し、線状～線状披

針形で鋭頭、扁平で柄がない。日本のものは結実しない。石垣などに生育するが現在は少ない。 
 
 マルバマンネングサ Sedum makinoi Maxim. 

中部・東部・南部に分布するが稀。花茎は紅紫色を帯び、基部は這って分枝し、上部は斜上す

る。葉は青みがかった緑色で光沢があり、対生し、倒卵形～さじ型、円頭、短い柄がある。山地

の岩上や人家の石垣上に生育する。 
 
 メキシコマンネングサ Sedum mexicanum Britton 

原産地不明の帰化植物。花茎は直立し葉とともに鮮緑色で赤味がない。葉は 4-5 輪生し、線状

楕円形、花茎の葉は互生する。花序は集散状で頂生し、枝を水平に広げ、1 枝に花が 7～8 個が連

なって互生につく。市街地の道ばたや空き地に生育。松本市・千曲市で確認されている。 
 
  

インターネット情報であり、根拠は未確認。 

県外の状況から栽培品の逸出・定着はすでに起きている可能性が高いと思われる。情報を求め

る。 
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  Rosa paniculigera (Koidz.) Makino ex Momiy. 
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 R. onoei Makino var. oligantha (Franch. et Sav.) H.Ohba

 

 

 Acer cissifolium (Siebold et Zucc.) K.Koch 
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 Loiseleuria procumbens (L.) Desv. 
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　3　おわりに

　執筆していると不足している情報がみえてくる。
何が不足しているのか、その不足をどうすることで
補完、解決できるのか、徐々に執筆者の間でも見え
てきている気がする。一方で、文書化し、批判や
アドバイスを頂くことは重要であると同時に、パイ
ロット版の紙面上で求める情報を提示するのも情報
収集の重要な手段と考えている。これまで同様に、
内容に対する意見や情報等お寄せ頂ければ幸いであ
る。
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